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連載

診療報酬改定と、精神保健福祉法改定。 
私はこれに注目しました。

大学院での研究の裏にあった 
葛藤を語る ◎会田玲子

特集1

特集2

地域ケアにつながる
 「退院看護サマリー」の書き方

フィンランドで効果を上げる驚きの救急対応
 「オープンダイアローグ（開かれた対話）」

病院から地域へ、という流れが加速しています。病院を退院する時には時間をかけて書いている「退院看護サマリー」です
が、地域の人へ渡しても、残念なことに十分に活用されていないという声があるのです。どうやら病院と地域では、同じ単語
でも違うことを指していたり、そもそも必要とする情報が違うということが見えてきました。そこで本特集では、病院と地域の専
門職の意見をすりあわせつつ、理想の「退院看護サマリー」用紙を提案していきます。

統合失調症の救急時といえば、現在は「投薬」がファーストチョイスですが、フィンランド・ラップランド地方のある地域では、
その常識をくつがえす治療法が行われています。救急の電話連絡が入ると、専門職が自宅へ駆け付け、そこで当事者の前
で忌憚ない意見を言い合い、それを必要日繰り返す……その方法により、投薬なしに良好な治癒率が上がっているのです。
それが事実だとすると、統合失調症治療の風景が変わってくる可能性があります。斎藤環先生、石原孝二先生に解説いた
だきます。

見て、触れて、話しかける、を基本とするユマニチュード。
私も何度も取材しましたが、認知症の人がユマニチュード
ケアを導入すると瞬く間に変わるので、一部のメディアが
報じたように「魔法」「奇跡」と表現したくなるのもわかる
なぁと思いました。でもジネスト氏に言われたのです。「“魔
法”“奇跡”とは表現しないでほしい。人間とは何かという
洞察にもとづいた“技術”なのだということをきちんと報道
してほしい」と。確かにそうですよね。魔法や奇跡だった
ら、ジネスト氏にしか実現できないことになります。哲学や
技術だからこそ、普及が可能なのですから。………石川

編集後記
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